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年
度
の
収
入
実
績
を
踏
ま
え
た
増
分
を
２

億
６
、
９
９
０
万
円
と
し
た
ほ
か
、
定
率

減
税
が
今
年
度
よ
り
廃
止
と
な
る
こ
と
に

よ
る
増
分
を
９
、
０
０
０
万
円
と
見
込
み

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
固
定
資
産
税
で
は
鉄
道
や

送
電
施
設
な
ど
の
市
外
に
ま
た
が
る
償
却

資
産
が
減
少
す
る
と
予
想
さ
れ
る
こ
と
、

市
た
ば
こ
税
で
は
喫
煙
者
が
減
少
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
減
額
と
し
ま

し
た
。

国
か
ら
交
付
を
受
け
る
地
方
交
付
税
は

市
の
歳
入
の
３
分
の
１
を
超
え
、
一
番
大

き
な
柱
と
な
る
も
の
で
す
が
、
地
方
財
政

計
画
（
用
語
の
解
説
①
）
を
参
考
に
し
て

一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
３
０
６
億
５
、

５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
対
比
21
億
６
、

７
０
０
万
円
、
６
・
６
％
の
減
で
す
。

平成19年度 十日町市予算

夢を耕し続ける�
感動と創造のまちづくり�

一般会計・特別会計の内訳

市
税
の
う
ち
、
個
人
の
市
民
税
は
前
年

度
対
比
６
億
１
、
９
９
０
万
円
、
48
・
３

％
の
増
と
し
、
19
億
３
３
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
増
額
の
理
由
は
、
国
税
で
あ

る
所
得
税
か
ら
市
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に

よ
る
増
分
が
２
億
６
、
０
０
０
万
円
、
前

平成19年度がスタートしました。市のすべての事業の基になる予算は総額で531億3,920

万円。その財源や主な使い道などについてお知らせします。

とかく、「堅苦しい」「専門用語が多い」と敬遠されがちな予算や決算。今回は、「用語の

解説」や「素朴な疑問Ｑ＆Ａ」なども交えてわかりやすく・親しみやすくお知らせしますの

で、ぜひ最後までご覧ください。

十
日
町
市
の
19
年
度
予
算
総
額
は
、
一
般
会
計
と
７
の
特
別
会
計
の

合
計
で
５
３
１
億
３
、
９
２
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

18
年
度
の
予
算
と
比
較
す
る
と
17
億
７
、
７
３
０
万
円
、
３
・
２
％

減
の
緊
縮
型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

大
変
厳
し
い
財
政
環
境
に
あ
り
ま
す
が
、
19
年
度
が
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
る
総
合
計
画
を
指
針
と
し
、
合
わ
せ
て
昨
年
末
に
策
定
し
た
長
期

財
政
計
画
な
ど
に
従
い
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

531億3,920万円

前 年 比　017億7,730万円　3.2％の減　
一般会計　306億5,500万円
特別会計　224億8,420万円

歳

入

区　　　　分 平成19年度予算額 前年度対比

一 般 会 計

特 別 会 計

306億5,500万円

224億8,420万円

59億1,310万円

4億3,390万円

64億2,660万円

47億6,140万円

13億2,110万円

31億4,770万円

４億8,040万円

531億3,920万円

△ 6.6％

1.8％

12.3％

0.2％

△ 0.7％

△ 0.1％

△ 2.6％

△ 0.9％

△ 23.9％

△ 3.2％

国 民 健 康 保 険

国 保 診 療 所

老 人 保 健

介 護 保 険

簡 易 水 道 事 業

下 水 道 事 業

農業集落排水事業

合　　　　　　　計

内
　
　
　
　
　
訳

財政課財政係
1 7 5 7 － 3 1 1 4

内線 2 2 6
問合せ
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前
年
度
対
比
４
・
２
％
減
を
見
込
み
１
１

３
億
５
、
０
０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、
吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
整
備
事
業
や
中
央
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
の
完
成
に
よ
り
、
前

年
度
対
比
６
・
７
％
減
の
16
億
９
、
３
３

０
万
円
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

繰
入
金
は
、
地
域
振
興
基
金
繰
入
金
を

７
億
９
、
９
７
０
万
円
、
地
域
福
祉
基
金

を
７
、
０
０
０
万
円
減
額
と
し
た
ほ
か
、

財
政
調
整
基
金
繰
入
金
に
つ
い
て
は
３
億

円
を
計
上
し
、
繰
入
金
全
体
で
は
前
年
度

対
比
62
・
８
％
減
の
４
億
30
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
は
、
昨
年
末
に

定
め
た
財
政
計
画
や
公
債
費
負
担
適
正
化

計
画
（
用
語
の
解
説
②
）
に
従
っ
て
抑
制

し
、
前
年
度
対
比
13
・
３
％
減
の
39
億
５

６
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

性
質
別
で
見
る
と
、
人
件
費
は
前
年
度

対
比
３
・
４
％
増
の
56
億
５
、
６
２
０
万

円
を
計
上
し
ま
し
た
。
増
額
の
理
由
は
、

職
員
数
の
削
減
に
よ
り
通
常
の
人
件
費
は

減
額
し
ま
す
が
、
定
年
退
職
者
の
増
加
に

よ
り
退
職
手
当
が
２
億
７
、
１
１
０
万
円

増
と
な
っ
た
た
め
で
す
。

市
の
借
金
の
返
済
金
で
あ
る
公
債
費
は
、

前
年
度
対
比
11
・
１
％
減
の
50
億
３
、
２

０
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

簡
易
水
道
や
下
水
道
事
業
の
財
源
と
し
た

過
疎
対
策
事
業
債
な
ど
の
返
済
金
を
、
決

算
統
計
（
用
語
の
解
説
⑤
）
の
ル
ー
ル
に

合
わ
せ
て
借
り
入
れ
し
た
簡
易
水
道
事
業

特
別
会
計
な
ど
で
予
算
計
上
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
、
２
億
６
、
８
０
０
万
円
が
減

額
と
な
っ
た
ほ
か
、
大
型
事
業
で
あ
る
ミ

オ
ン
な
か
さ
と
の
建
設
費
分
の
返
済
完
了

な
ど
に
よ
る
た
め
で
す
。

普
通
建
設
事
業
費
（
用
語
の
解
説
⑥
）

は
、
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
や
川

西
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
整
備

事
業
な
ど
が
完
了
し
た
こ
と
と
、
公
債
費

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
の
普
通
建
設
事
業

費
の
抑
制
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
対
比

25
・
８
％
減
の
38
億
４
、
０
４
０
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
費
は
、
地
震
関
連
の
災
害
復

旧
に
見
通
し
が
つ
い
た
こ
と
と
、
新
た
な

災
害
の
発
生
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
前
年

度
対
比
75
・
２
％
減
の
２
億
７
０
０
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

積
立
金
は
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て

新
た
な
地
域
振
興
基
金
と
し
て
４
億
円
を

積
み
立
て
る
た
め
、
前
年
度
対
比
18
・
６

倍
の
４
億
４
、
８
６
０
万
円
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

貸
付
金
は
、
地
震
災
害
に
よ
る
特
別
な

貸
付
金
な
ど
が
減
少
傾
向
に
あ
る
た
め
、

前
年
度
対
比
14
・
１
％
減
の
17
億
６
、
６

２
０
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

①
【
地
方
財
政
計
画
】

国
が
作
成
す
る
、
翌
年
度
の
地
方
公

共
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
の
見
込
額
な

ど
に
関
す
る
計
画
で
す
。

②
【
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
】

県
知
事
と
の
「
協
議
」
で
済
む
地
方

債
の
借
入
が
、実
質
公
債
費
比
率
（
用
語

の
解
説
③
）
が
18
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え

た
場
合
に
は
「
許
可
」
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
今
後
、
実
質
公
債
費
負
担
の
適

正
な
管
理
を
行
う
た
め
に
、
自
主
的
に

策
定
す
る
計
画
で
す
。

③
【
実
質
公
債
費
比
率
】

地
方
債
制
度
が
「
協
議
制
度
」
に
移

行
し
た
こ
と
に
伴
い
17
年
度
の
決
算
統

計
か
ら
導
入
さ
れ
た
指
標
。
起
債
制
限

比
率
（
用
語
の
解
説
④
）
に
反
映
さ
れ

な
い
公
営
企
業
（
特
別
会
計
を
含
む
）

の
公
債
費
へ
の
一
般
会
計
繰
出
金
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
や
一
部
事
務
組
合
の
公
債
費
へ
の

負
担
金
、
債
務
負
担
行
為
に
基
づ
く
支

出
の
う
ち
公
債
費
類
似
経
費
を
算
入
し

た
割
合
で
す
。

④
【
起
債
制
限
比
率
】

地
方
債
の
発
行
を
制
限
す
る
の
に
用

い
る
指
標
。
通
常
の
行
政
を
進
め
る
う

固定資産税
34億7,150万円
〈52.4％〉
［△1.5％］

33.6
   ％

農林水産業費
18.8億円〈6.1％〉
　　　　［△13.5％］

扶助費
27.5億円
  〈9.0％〉
    ［10.3％］

貸付金17.7億円
〈5.8％〉［△14.1％］

投資的経費
13.2％

歳

出

え
で
必
要
と
な
る
一
般
財
源
を
分
母
と

し
、
公
債
費
に
占
め
る
一
般
財
源
を
分

子
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
費
か
ら
交

付
税
補
て
ん
分
を
差
し
引
い
た
割
合
で

す
。

⑤
【
決
算
統
計
】

地
方
公
共
団
体
の
決
算
状
況
を
全
国

統
一
ル
ー
ル
に
基
づ
い
て
調
査
、
集
計

し
た
基
礎
的
な
統
計
。
正
式
な
名
称
は

「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
と
い
い
、
普
通

会
計
と
公
営
企
業
会
計
に
分
か
れ
ま
す
。

⑥
【
普
通
建
設
事
業
費
】

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
な
ど
の
公

共
土
木
施
設
や
消
防
施
設
、
学
校
施
設
、

農
林
水
産
施
設
な
ど
の
公
共
用
施
設
な

ど
の
新
設
、
増
設
、
改
良
事
業
や
、
不

動
産
取
得
の
支
出
な
ど
資
産
の
形
成
に

つ
な
が
る
支
出
経
費
で
す
。
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地
域
に
誇
り
と

愛
着
を
も
つ

創
造
性
豊
か
な
人
づ
く
り

雪
国
文
化
や

地
域
資
源
を
活
か
し
た

活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

緑
豊
か
な
自
然
環
境
や

雪
国
の
風
土
と
調
和
し
た

快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り

市
内
の
各
小
・
中
学
校
の
学
力
向
上
・

個
別
支
援
・
英
語
指
導
な
ど
の
た
め
に
情

※
（

）
内
は
実
施
地
域

報
教
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
派
遣
（
１
人
）、

学
習
指
導
助
手
な
ど
の
設
置
（
16
人
）、
外

国
語
指
導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
の
派
遣
（
５

人
）
を
し
ま
す
。

将
来
を
担
う
子
ど
も
や
若
者
が
健
や
か

に
成
長
し
、
地
域
に
愛
着
と
誇
り
を
持
て

る
よ
う
青
少
年
育
成
市
民
会
議
が
推
進
母

体
と
な
り
、「
は
ぐ
く
み
の
ま
ち
づ
く
り
運

動
」
を
展
開
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

学
校
施
設
の
安
全
性
を
向
上
さ
せ
る
た

め
、
学
校
の
耐
震
診
断
と
耐
震
補
強
の
実

施
設
計
を
行
う
と
と
も
に
、
自
動
防
火
シ

ャ
ッ
タ
ー
に
安
全
装
置
を
設
置
し
ま
す
。

中
越
大
震
災
で
被
災
し
た
旧
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
の
建
物
を
解
体
し
、
中
央
公
民

館
や
市
民
体
育
館
の
慢
性
的
な
駐
車
場
不

足
を
緩
和
す
る
た
め
、
駐
車
場
と
し
て
整

備
し
ま
す
。（
十
日
町
）

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ

い
た
税
金
の
ほ
か
に
、
国
税
と
し
て
納

め
た
所
得
税
や
法
人
税
、
消
費
税
な
ど

の
一
部
が
地
方
交
付
税
と
し
て
入
り
ま

す
。ま

た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
対
す
る
各

種
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
道
路
整
備
事
業

な
ど
に
対
す
る
国
や
県
か
ら
の
補
助

金
・
負
担
金
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
道
路
や
学
校
な
ど
の
施
設

を
建
設
す
る
た
め
の
借
入
金
も
主
な
収

入
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
収
入
（
歳

入
）
の
額
や
割
合
は
４
ペ
ー
ジ
の
グ
ラ

フ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
の
各
担
当
課
が
市
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
に
応
え
る
た
め
に
予
算
の
要
求
を

行
い
、
予
算
を
管
理
し
て
い
る
財
政
課

と
調
整
を
図
っ
た
う
え
で
、
市
長
が
予

算
案
を
決
め
ま
す
。

こ
の
予
算
案
を
議
会
が
審
議
し
、
議

会
の
議
決
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

Ｑ
２
　
お
金
の
使
い
道
は

ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
？

19
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規
模

は
、
３
０
６
億
５
、
５
０
０
万
円
で
す
。

県
内
20
市
の
中
で
９
番
目
に
多
い
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
　
予
算
の
規
模
っ
て
？

県
内
で
何
番
目
く
ら
い
？

公
共
投
資
の
抑
制
に
よ
り
経

営
環
境
が
厳
し
く
な
っ
て
い
る

建
設
企
業
の
新
分
野
進
出
を
促

進
す
る
た
め
、
新
た
な
地
域
ビ

ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
策
定
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
支
援
す
る
事
業

で
す
。
（
事
業
費
の
負
担
割
合

は
県
が
２
分
の
１
、
市
が
６
分

の
１
、建
設
企
業
が
３
分
の
１
）

林
道
の
改
良
及
び
舗
装
事
業
で
す
。

（
十
日
町
‥
中
魚
沼
丘
陵
線
及
び
中
魚
沼

丘
陵
南
線
の
負
担
金
、
中
里
‥
林
道
新
屋

敷
線
ほ
か
１
路
線
、
松
之
山
‥
林
道
上
鰕

池
線
ほ
か
１
路
線
）

20
年
２
月
に
第
57
回
全
国
高
等
学
校
ス
キ

ー
大
会
を
開
催
す
る
経
費
と
計
測
機
器
の

リ
ー
ス
料
な
ど
で
す
。

１
番
目
は
、
福
祉
関
係
経
費
の
民
生

費
で
、
62
億
１
１
０
万
円
で
す
。
２
番

目
は
建
設
事
業
な
ど
の
借
入
金
の
返
済

で
あ
る
公
債
費
で
、
48
億
９
、
８
０
０

万
円
、
３
番
目
は
道
路
や
市
営
住
宅
の

整
備
事
業
、
駅
西
の
土
地
区
画
整
理
事

業
の
ほ
か
道
路
除
雪
関
係
の
経
費
も
含

む
土
木
費
で
、
46
億
７
、
７
５
０
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ALTによる語学指導（吉田中学校）

建設中の四日町市営住宅

学
習
指
導
助
手
等
設
置
事
業

４
、
４
１
０
万
円

学
校
の
安
全
性
向
上

３
、
０
９
０
万
円

平
成
21
年
の
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
冬
季

大
会
の
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
し
て
、
平
成

国
体
開
催
運
営
事
業

５
、
２
８
０
万
円

林
道
整
備
事
業８

、
１
１
０
万
円

老
朽
化
し
た
木
造
の
四
日
町
市
営
住
宅

の
建
て
替
え
の
た
め
、
18
年
度
か
ら
の
２

か
年
継
続
事
業
で
、
19
年
９
月
の
完
成
を

目
指
し
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
５
階

建
て
35
戸
を
建
設
し
ま
す
。（
十
日
町
）

四
日
町
市
営
住
宅
の
建
設

３
億
５
、
８
７
０
万
円

昭
和
46
年
に
新
潟
県
の
指
導
で
埋
設
処

理
さ
れ
た
農
薬
に
つ
い
て
、
18
年
度
の
調

査
結
果
に
基
づ
き
農
薬
及
び
汚

染
土
壌
の
掘
削
と
無
害
化
処
理

を
行
う
事
業
で
す
。

埋
設
農
薬
適
正
化
事
業

７
、
５
８
０
万
円

旧
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

解
体
撤
去
跡
地
整
備
事
業

２
、
７
３
０
万
円

新 規

キ
ノ
コ
の
廃
菌
床
や
豚
ぷ
ん
活
用
を
図

る
と
と
も
に
、
循
環
型
社
会
の
形
成
や
農

産
物
の
産
地
間
競
争
力
を
強
化
す
る
た
め
、

た
い
肥
化
す
る
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

堆
肥
化
施
設
整
備
事
業

６
、
５
４
０
万
円

新 規
農
地
・
農
業
用
水
な
ど
の
資
源
や
農
村

環
境
を
守
り
、
質
を
高
め
る
地
域
共
同
の

取
り
組
み
（
共
同
活
動
支
援
）
と
、
環
境

保
全
向
上
に
向
け
た
先
進
的
な
営
農
活
動

（
営
農
活
動
支
援
）
を
総
合
的
に
支
援
す

る
た
め
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

農
地
・
水
・
農
村
環
境
保
全

向
上
活
動
支
援
事
業

２
、
１
５
０
万
円

新 規

建
設
企
業

地
域
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
支
援
事
業

１
０
０
万
円

新 規

は
ぐ
く
み
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

２
０
万
円

新 規
平
成
20
年
度
ま
で
の
２
か
年
継
続
事
業

と
し
て
、
松
代
地
域
の
池
尻
地
内
に
あ
る

郷
土
資
料
館
を
ま
つ
だ
い
駅
裏
に
移
築
す

る
と
と
も
に
収
蔵
庫
を
建
設
し
、
貴
重
な

歴
史
資
料
の
保
存
活
用
と
駅
周
辺
の
に
ぎ

わ
い
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。（
松
代
）

松
代
郷
土
資
料
館
等

整
備
事
業

１
億
５
、
０
０
０
万
円

新 規

Ｑ
４
　
ど
う
い
う
分
野
へ
の

使
い
方
が
多
い
の
？

素朴な疑問
Q＆A

Ｑ
１
　
お
金
は
ど
こ
か
ら

入
っ
て
く
る
の
？
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市
道
の
改
良
及
び
舗
装
事
業
で
す
。

（
十
日
町
‥
樽
沢
本
線
ほ
か
10
路
線
、
川

西
‥
信
濃
川
西
縦
断
線
ほ
か
３
路
線
、
中

里
‥
倉
下
土
倉
線
ほ
か
７
路
線
、
松
代
‥

室
野
山
平
線
ほ
か
６
路
線
、
松
之
山
‥
浦

田
松
之
山
線
ほ
か
２
路
線
）

湯
元
（
上
）（
松
之
山
）、
西
田
尻
（
中

里
）
の
水
道
未
普
及
地
域
解
消
事
業
と
、

各
地
区
の
配
水
管
布
設
な
ど
で
す
。

放
課
後
、
保
護
者
が
家
庭
に
い
な
い
お

お
む
ね
10
歳
未
満
の
小
学
生
を
対
象
に
、

適
切
な
生
活
の
場
所
を
提
供
す
る
と
と
も

に
健
全
な
育
成
を
図
り
ま
す
。
１
小
学
校

と
１
保
育
園
で
実
施
し
て
い
た
も
の
を
３

小
学
校
１
保
育
園
に
拡
大
。

市
立
下
条
保
育
園
を
18
年
度
で
廃
止
し
、

高
齢
者
世
帯
な
ど
の
要
援
護
世
帯
を
対

象
に
、
地
域
全
体
で
見
守
り
安
否
確
認
や

避
難
路
の
確
保
な
ど
を
行
う
事
業
で
す
。

組
合
を
組
織
し
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
す
集
落
に
10
万
円
の
補
助

金
を
交
付
。
（
松
代
地
域
で
実
施
し
て
い

た
も
の
を
全
市
の
中
山
間
地
域
に
拡
大
）

平
成
16
、
17
年
度
の
災
害
に
関
す
る

決
算
と
18
年
度
へ
繰
り
越
し
た
予
算
を

含
め
、
地
震
及
び
豪
雨
関
係
で
73
億
７
、

０
０
０
万
円
、
豪
雪
関
係
で
43
億
５
、

０
０
０
万
円
の
合
計
１
１
７
億
２
、
０

０
０
万
円
の
お
金
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
財
源
と
し
て
新
た
に
18
億
４
、
０

０
０
万
円
の
借
金
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

皆
さ
ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
市
税

や
国
か
ら
の
地
方
交
付
税
な
ど
も
財
源

と
し
て
54
億
７
、
０
０
０
万
円
必
要
と

な
り
、
そ
の
影
響
で
貯
金
も
取
り
崩
し

た
り
別
な
借
金
も
し
た
り
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

在
宅
の
看
護
師
な
ど
が
生
後
２
か
月
前

後
の
全
乳
児
に
対
し
て
育
児
相
談
な
ど
を

行
う
た
め
、
家
庭
を
訪
問
す
る
事
業
で
す
。

国
が
作
成
す
る
信
濃
川
の
浸
水
想
定
区

域
図
を
基
に
、
洪
水
時
に
は
ど
こ
ま
で
浸

水
す
る
の
か
を
図
示
す
る
と
と
も
に
、
避

難
所
及
び
避
難
経
路
な
ど
を
記
載
し
た
洪

水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。

経
費
や
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
委
託
経
費
で

す
。

全
市
へ
の
光
ケ
ー
ブ
ル
網
整
備
に
よ
る

産
業
の
振
興
と
情
報
通
信
基
盤
の
格
差
解

消
を
図
る
た
め
、
住
民
説
明
会
を
実
施
す

る
ほ
か
実
施
設
計
を
委
託
し
ま
す
。

高
速
情
報
通
信
基
盤

整
備
事
業１

億
４
、
４
０
０
万
円

市
道
整
備
事
業

４
億
３
、
４
３
０
万
円

十
日
町
駅
西
及
び
西
本
町
内
に
お
け
る

都
市
計
画
道
路
の
築
造
と
、
家
屋
移
転
補

償
な
ど
で
す
。（
十
日
町
）

十
日
町
駅
西
及
び

西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

４
億
７
、
０
４
０
万
円

簡
易
水
道
整
備
事
業

５
億
５
、
３
２
０
万
円

管
路
整
備
事
業
（
十
日

町
‥
４
、
２
０
０
ｍ
、
中

里
‥
１
２
０
ｍ
）、
合
併
処

理
浄
化
槽
整
備
事
業
（
十

日
町
‥
25
基
、
川
西
‥
２

基
、
中
里
‥
10
基
、
松
代

‥
６
基
、
松
之
山
‥
12
基
）

な
ど
で
す
。

下水道・
農業集落排水事業

8億5,660万円

幼
稚
園
・
保
育
園
施
設

共
用
化
事
業

７
３
０
万
円

新 規

小
学
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
費
用
の
家
庭
負
担
を
軽
減
す
る
た

め
、
接
種
１
回
に
つ
き
１
、
０
０
０
円
を

助
成
し
ま
す
。

19
年
度
か
ら
学
校
法
人
下
条
学
園
が
運
営

す
る
私
立
む
つ
み
幼
稚
園
に
、
私
立
保
育

園
を
併
設
す
る
た
め
の
施
設
整
備
に
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
費
用
助
成
事
業

６
２
０
万
円

新 規

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

作
成
委
託
事
業４

９
０
万
円

新 規
団
塊
の
世
代
の
大
量
退
職
者
を
対
象

に
、
定
住
促
進
対
策
の
強
化
を
図
る
た
め

専
任
の
嘱
託
職
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
十
日
町
市
と
上
越
市
で
構
成
し
て
い

る
「
に
い
が
た
田
舎
暮
ら
し
推
進
協
議
会
」

に
、
空
き
家
調
査
や
都
会
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

な
ど
の
事
業
を
委
託
し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
回
帰
支
援
事
業

４
０
０
万
円

新 規

リ
フ
ト
が
老
朽
化
し
た
た
め
２
本
の
リ

フ
ト
を
１
本
に
集
約
し
て
高
速
化
す
る
こ

と
に
よ
り
、
モ
ー
グ
ル
な
ど
各
種
大
会
の

誘
致
や
運
営
収
支
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

（
松
之
山
）

松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場

施
設
整
備
事
業

３
億
８
１
０
万
円

新 規

平
成
21
年
の
第
４
回
大
地
の
芸
術
祭
開

催
に
向
け
た
準
備
と
企
画
立
案
の
た
め
の

大
地
の
芸
術
祭
推
進
費

１
、
１
０
０
万
円

こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
事
業１

３
０
万
円

新 規

集
落
安
心
づ
く
り
事
業

６
４
０
万
円

拡 大

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業

１
、
７
６
０
万
円

拡 大
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で

安
全
・
安
心
・
元
気
に

暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

人
・
自
然
・
産
業
と

ふ
れ
あ
え
る

も
て
な
し
の
心
で
迎
え
る

体
験
交
流
づ
く
り

妻有観世能（第３回大地の芸術祭）

市道田川南線から妻有大橋方面を望む

18
年
度
末
の
す
べ
て
の
会
計
の
借
金

の
残
高
見
込
み
は
７
６
５
億
円
で
す
が
、

返
済
金
の
約
半
分
は
国
が
負
担
し
て
く

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

今
後
の
借
金
を
抑
制
し
て
財
政
の
健
全

化
を
図
る
た
め
の
計
画
も
策
定
済
み
で
、

19
年
度
予
算
も
そ
の
計
画
に
沿
っ
て
編

成
し
ま
し
た
。

や
り
く
り
は
大
変
で
す
が
、
徐
々
に

借
金
を
減
ら
す
こ
と
で
安
定
的
な
財
政

運
営
が
で
き
る
見
込
み
で
す
。

18
年
度
末
の
貯
金
（
基
金
）
の
状
況

は
、
財
政
調
整
基
金
が
、
７
億
９
、
０

０
０
万
円
、
地
域
福
祉
基
金
が
１
億
３
、

０
０
０
万
円
、
各
地
域
の
地
域
振
興
基

金
が
23
億
１
、
０
０
０
万
円
、
特
別
会

計
の
基
金
が
９
億
円
で
、
そ
の
ほ
か
の

小
額
の
基
金
を
合
わ
せ
た
合
計
は
、
43

億
２
、
０
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
お
よ
そ
県
内
20
市
の
中
位
と
な
っ

て
い
ま
す
。

Ｑ
７
　
じ
ゃ
あ
、
貯
金
は

十
分
あ
る
の
？

市
税
な
ど
の
財
源
が
不
足
す
る
と
き

に
そ
の
補
て
ん
の
た
め
の
財
源
と
な
る

「
財
政
調
整
基
金
」
や
、
借
金
の
繰
上

償
還
の
財
源
と
な
る
「
減
債
基
金
」
は
、

ほ
ぼ
全
国
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
、
特
定
の
施
設
建
設
や

事
業
達
成
の
た
め
に
設
置
さ
れ
る
基
金

が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
８
　
基
金
て
ど
ん
な
の
？

余
っ
た
お
金
は
、
翌
年
度
に
基
金
に

積
み
立
て
る
ほ
か
、
急
に
必
要
に
な
っ

た
事
業
や
災
害
な
ど
不
測
の
事
態
に
対

応
す
る
財
源
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
９
　
余
っ
た
お
金
は

ど
う
す
る
の
？

Ｑ
５
　
地
震
や
豪
雨
、
豪
雪
は

ど
の
く
ら
い
財
政
を

圧
迫
し
た
の
？

Ｑ
６
　
破
産
（
財
政
破
た
ん
）

し
な
い
の
？
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手
狭
と
な
っ
て
い
る
ま
つ
だ
い
駅
の
駐

車
場
拡
大
を
図
る
た
め
に
、
駅
前
住
宅
団

地
内
に
第
２
駐
車
場
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
駅
前
の
芝
生
部
分
に
野
外
ス
テ
ー
ジ

を
整
備
す
る
ほ
か
、
ト
イ
レ
の
一
部
を
多

目
的
ト
イ
レ
に
改
造
し
ま
す
。（
松
代
）

中
越
大
震
災
の
記
録
と
今
後
の
災
害
対

応
策
な
ど
を
収
め
た
記
録
集
を
発
行
す
る

と
と
も
に
、
旧
市
町
村
の
広
報
紙
の
デ
ー

タ
化
と
、
雪
国
を
紹
介
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
成
す
る
。

基
金
の
運
用
益
を
活
用
し
て
、
11
の
地

域
協
議
会
の
活
用
財
源
の
確
保
と
、
地
域

住
民
の
連
帯
強
化
及
び
地
域
の
振
興
を
図

る
た
め
、
基
金
積
立
を
行
い
ま
す
。

地
域
づ
く
り
団
体
が
主
体
と
な
っ
て
地

域
住
民
の
参
加
の
も
と
で
行
う
地
域
づ
く

り
活
動
に
対
し
て
、
団
体
の
自
己
資
金
と

同
額
以
内
を
助
成
し
ま
す
。
11
の
地
域
協

議
会
の
区
域
に
各
50
万
円
を
上
限
に
助
成

を
行
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
59
億
１
、
３
１
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
６
億
４
、
９
６
０
万
円
、

12
・
３
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
は
、
退
職
被
保
険
者
等
療

養
給
付
費
の
増
に
よ
り
増
額
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
共
同
事
業
拠
出
金
が
、

制
度
改
正
に
よ
り
30
万
円
を
超
え
る
高
額

医
療
費
が
事
業
の
対
象
と
な
っ
た
た
め
に
、

前
年
度
対
比
５
億
９
、
８
１
０
万
円
、
４

８
２
・
５
％
増
加
し
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
４
億
３
、
３
９
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
１
０
０
万
円
、
０
・
２

％
の
増
と
し
ま
し
た
。

予
算
総
額
は
微
増
し
ま
し
た
が
、
医
業

費
は
、
医
療
用
消
耗
品
及
び
医
薬
材
料
費

の
減
少
で
減
額
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
64
億
２
、
６
６
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
４
、３
４
０
万
円
、
０
・

７
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

医
療
諸
費
が
、
平
成
14
年
10
月
か
ら
の

対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に
よ
る
対
象
者
数

の
減
少
に
よ
り
、
４
、
３
９
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
47
億
６
、
１
４
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
２
６
０
万
円
、
０
・
１

％
の
減
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
は
、
第
３
期
事
業
計
画
に

基
づ
き
居
宅
介
護
の
充
実
を
図
る
こ
と
か

ら
居
宅
サ
ー
ビ
ス
費
は
７
億
２
、
４
６
０

万
円
の
増
を
見
込
み
ま
し
た
が
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
費
は
、
17
年
10
月
の
制
度
改
正
に

伴
い
居
住
費
・
食
費
が
自
己
負
担
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
５
億
８
、
１
１
０
万

円
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
や
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
は
、
17
年
10
月

の
制
度
改
正
に
伴
い
対
象
者
が
拡
大
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
６
、
３
１
０
万
円
の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
13
億
２
、
１
１
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
３
、５
２
０
万
円
、
２
・

６
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

建
設
事
業
費
は
、
十
日
町
地
域
の
未
普

及
解
消
事
業
の
完
了
に
よ
り
１
億
１
７
０

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
規
模
は
31
億
４
、
７
７
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
２
、８
５
０
万
円
、
０
・

９
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

建
設
事
業
費
は
、
十
日
町
処
理
セ
ン
タ

ー
の
改
築
完
了
と
事
業
の
進
捗
に
よ
り
２

億
６
、
５
０
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。
中
里
地
域
で
は
、
１
２
０
ｍ
の
管

路
整
備
を
も
っ
て
完
了
と
な
り
ま
す
。

予
算
規
模
は
４
億
８
、
０
４
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
１
億
５
、
１
２
０
万
円
、

２
３
・
９
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
費
は
、
復
旧
の
見
通
し

が
つ
い
た
た
め
に
１
億
６
、
８
７
０
万
円

の
大
幅
な
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、

下
条
地
区
で
の
２
２
０
ｍ
の
管
路
整
備
を

も
っ
て
事
業
が
す
べ
て
終
了
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
前
年
度
と
ほ

ぼ
同
額
の
８
億
１
、
１
４
７
万
円
で
、
支

出
で
は
人
件
費
及
び
企
業
債
支
払
利
息
の

減
に
よ
り
前
年
度
対
比
３
・
９
％
減
の
６

億
９
、
４
８
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
収
入
は
、
32
・
３
％
増

の
２
億
２
、
８
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
送
配
水
管
及
び
計
装
関
係
の
耐

震
化
の
事
業
費
の
伸
び
に
よ
り
地
方
債
が

増
額
し
た
も
の
。
支
出
に
つ
い
て
も
、
こ

の
た
め
１
６
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
６
億

２
、
４
８
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

（
３
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）

総
合
計
画
を

実
現
し
て
い
く
た
め
の

仕
組
み
づ
く
り

18
年
度
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
調
査
結

果
を
踏
ま
え
、
経
営
改
善
を
図
る
た
め
の

大
規
模
改
修
に
係
る
実
施
設
計
を
委
託
す

る
ほ
か
、
融
消
雪
施
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

（
中
里
）

本
庁
舎
の
耐
震
補
強
の
設
計
を
行
う
と

と
も
に
、
老
朽
化
し
た
空
調
設
備
の
改
修

な
ど
を
行
い
ま
す
。（
十
日
町
）

川
西
支
所
の
既
存
庁
舎
の
耐
震
補
強
工

事
を
行
い
ま
す
。（
川
西
）

松
代
支
所
庁
舎
の
耐
震
診
断
を
行
い
ま

す
。（
松
代
）

川
西
支
所
庁
舎
整
備
事
業

５
、
５
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険

介
護
保
険

簡
易
水
道
事
業

水
道
事
業
会
計

農
業
集
落
排
水
事
業

下
水
道
事
業

国
保
診
療
所

老
人
保
健

本
庁
舎
整
備
事
業

４
、
３
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
活
動
費

助
成
事
業

５
５
０
万
円

松
代
支
所
庁
舎

耐
震
診
断
事
業

６
３
０
万
円

ミ
オ
ン
な
か
さ
と

大
規
模
改
修
事
業

２
、
４
０
０
万
円

新 規

中
越
大
震
災
及
び

雪
国
記
録
発
信
事
業

２
、
２
５
０
万
円

新 規

地
域
振
興
基
金
積
立

（
合
併
特
例
債
活
用
）

４
億
円

新 規

松
代
地
域
観
光
施
設

整
備
事
業

１
、
４
３
０
万
円

まつだい駅周辺

区　　　　　分 金　　　額

収　入

支　出

収　入

支　出

差　引

８億1,147万円

６億9,482万円

２億2,860万円

６億2,485万円

△ ３億9,625万円

収益的支出

資本的支出

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんします。

「
入
る
を
図
り
て
出
ず
る
を
制
す
」

と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
産
業
を
興

し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
税
収
が
増
え
ま

す
。皆

さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
適
性
に
合
わ
せ

て
仕
事
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
健
康
づ
く
り
の
活
動
は
、
市

の
医
療
費
負
担
の
削
減
に
な
り
ま
す
し
、

ご
み
の
減
量
化
の
取
り
組
み
は
、
地
球

温
暖
化
対
策
と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、

市
の
ご
み
処
理
費
の
削
減
に
も
つ
な
が

っ
て
い
き
ま
す
。

身
近
な
こ
と
が
市
全
体
の
財
政
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
そ

の
こ
と
を
自
覚
し
て
生
活
し
て
い
く
こ

と
が
、
一
番
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か

Ｑ
10

財
政
を

良
く
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
は

何
を
し
た
ら
い
い
の
？
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ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル�

カーニバルのオープニングを飾るよさこいソーラン

難問、珍問盛りだくさんの○×クイズ

来
場
者
に
感
謝
の
振
る
舞
い
も
ち

大人も子どももスキーの合間をみて
楽しいイベントに参加

味の屋台村で心も体もホッカホカ

中

島

茂
（
新
座
第
２
・
54
歳
）

富

井

良

平
（
水
沢
第
２
・
55
歳
）

桑

原

福

実
（
鍬
柄
沢
・
52
歳
）

江

口

伸

一
（
小
白
倉
・
58
歳
）

中

村

年

廣
（
大
白
倉
・
72
歳
）

田

中

一

男
（
小
白
倉
・
54
歳
）

齋

藤

一

良
（
田
野
倉
・
54
歳
）

a

橋

勉
（
大
荒
戸
・
56
歳
）

中

島

健

男
（
水
梨
・
53
歳
）

羽

鳥

欣

一
（
木
落
・
80
歳
）

数

藤

貞

義
（
沖
立
・
80
歳
）

小

林

孫

七
（
城
之
古
１
・
65
歳
）

高

橋

叡
（
芋
川
・
81
歳
）

猪

俣

榮

二
（
松
之
山
・
72
歳
）

高

野

秋

規
（
田
中
・
55
歳)

小

川

繁

雄
（
田
中
町
西
・
72
歳
）

樋
口
佐
與
英
（
松
之
山
・
69
歳
）

村

山

珠

江
（
室
野
・
72
歳
）

大
久
保
義
信
（
野
口
・
58
歳
）

大

熊

達

義
（
春
日
町
３
・
66
歳
）

久
保
田
久
作
（
新
水
・
63
歳
）

本
町
１
丁
目
四
区
合
同
雪
ま
つ
り
委
員
会

※
十
日
町
雪
ま
つ
り
雪
の
芸
術
作
品
展
に

長
年
参
加
し
市
長
賞
を
通
算
15
回
受
賞

保
健
衛
生
功
労

交
通
安
全
功
労

統
計
功
労

防
災
功
労

自
治
功
労

産
業
振
興
功
労

平
成
18
年
度
十
日
町
市
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
３
月
30
日
F
に
市

役
所
で
行
わ
れ
、
21
人
、
１
団
体
が
ほ
う
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
長

年
に
わ
た
り
各
分
野
で
活
躍
し
、
市
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
敬
称
略
）

教
育
文
化
功
労

そ
の
他
の
功
労

ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン
を
締
め
く
く
る
「
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
」

が
３
月
18
日
A
、
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
ち
び
っ
子
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
少

雪
だ
っ
た
今
冬
で
も
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
は
常
時
滑
走
可
能
と
あ
っ
て
、
期
間
中

約
２
万
人
の
ス
キ
ー
ヤ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ダ
ー
が
訪
れ
、
存
分
に
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ

ー
ツ
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
利
用
者
へ
の
感
謝
と
地
域
の
元
気
を
伝
え
よ
う
と
、
昭
和
59
年
の
ス
キ

ー
場
開
業
と
と
も
に
始
ま
っ
た
こ
の
カ
ー
ニ
バ
ル
も
今
回
で
24
回
目
。
こ
の
日
も
、

○
×
ク
イ
ズ
や
パ
ン
食
い
競
争
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
る
な

か
、
約
５
０
０
人
が
春
ス
キ
ー
と
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
を
楽
し
み
ま
し
た
。 十日町市市政功労者表彰



１
、
事
業
の
対
象
と
な
る
集
落

農
林
水
産
省
が
農
林
統
計
に
用
い
て
い

る
地
域
区
分
の
中
間
・
山
間
農
業
地
域
（
中

山
間
地
域
）
に
該
当
す
る
区
域
で
、
表
１

に
示
す
集
落
（
行
政
区
）

２
、
区
　
域

お
お
む
ね
一
つ
の
集
落
（
行
政
区
）
で
、

次
の
よ
う
な
組
織

①
集
落
全
体
で
組
織
を
設
置
す
る
場
合
＝

お
お
む
ね
８
割
以
上
の
世
帯
が
加
入

②
集
落
内
の
一
区
域
で
組
織
を
設
置
す
る

場
合
＝
20
戸
以
上
の
世
帯
が
加
入

※
冬
期
集
落
保
安
要
員
設
置
事
業
の
対
象

区
域
は
除
く
。
た
だ
し
、
そ
の
区
域
の

実
情
に
よ
り
、
対
象
と
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

３
、
組
織
運
営

①
代
表
者
や
規
約
、
会
計
帳
簿
な
ど
が
設

置
し
て
あ
る
こ
と
。

②
加
入
す
る
全
世
帯
が
会
費
を
負
担
し
て

い
る
こ
と
。

４
、
支
援
活
動

①
要
援
護
世
帯
に
次
の
よ
う
な
支
援
活
動

を
行
う
こ
と
。

◆
冬
期
間
の
私
有
地
内
の
避
難
路
確
保
や

安
否
確
認
、
屋
根
雪
下
ろ
し
の
支
援

◆
日
常
の
見
守
り
な
ど
に
よ
る
安
全
・
安

心
の
確
保
の
た
め
の
支
援

◆
事
故
や
災
害
な
ど
の
非
常
時
の
救
急
支

援
②
集
会
所
な
ど
公
共
施
設
の
維
持
管
理
活

動
５
、
要
援
護
世
帯

◆
高
齢
者
世
帯
（
世
帯
員
全
員
が
65
歳
以

上
）

◆
母
子
世
帯
、
父
子
世
帯

◆
身
体
障
害
者
世
帯
（
世
帯
主
が
身
体
障

害
者
手
帳
１
級
〜
４
級
）

◆
そ
の
他
の
世
帯
（
右
記
の
各
世
帯
に
準

ず
る
世
帯
）

６
、
補
助
金
の
額

年
間
10
万
円
（
１
事
業
主
体
）

７
、
補
助
金
申
請

◆
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

申
請
書
類
、
添
付
書
類
は
担
当
課
に
配

置
し
て
あ
り
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

①
集
落
安
心
づ
く
り
の
会
規
約

②
予
算
書

提
出
期
限
＝
９
月
30
日
ま
で

（
20
年
度
か
ら
は
５
月
31
日
ま
で
）

◆
補
助
金
交
付
決
定
の
通
知

申
請
書
受
理
後
、
書
類
審
査
し
、
速
や

か
に
決
定
し
通
知
し
ま
す
。

◆
補
助
事
業
実
績
報
告
書
の
提
出

【
添
付
書
類
】

①
決
算
書

②
事
業
実
施
集
計
表

③
補
助
金
請
求
書

提
出
期
限
＝
翌
年
４
月
20
日
ま
で

◆
補
助
金
の
交
付

補
助
金
請
求
書
受
理
後
、
５
月
末
ま
で

に
指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
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「
集
落
安
心
づ
く
り
事
業
」
は
平
成
12

年
度
に
旧
松
代
町
で
始
め
ら
れ
、
18
年
度

は
13
の
会
が
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
同
じ

集
落
（
行
政
区
）
に
暮
ら
す
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
の
要
援
護
世
帯
に
、
冬
期
間
の

私
有
地
内
の
避
難
路
確
保
や
日
常
の
見
守

り
の
支
援
な
ど
を
集
落
ぐ
る
み
で
取
り
組

む
こ
と
で
、
各
世
帯
の
安
全
と
安
心
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
は
、
こ
の
事
業
に
取
り
組
む
集
落
に
、

活
動
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

中
山
間
地
域
で
は
、
世
帯
数
の
減
少
や

高
齢
化
に
よ
り
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を

支
え
る
集
落
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維

持
に
不
安
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
市

内
の
各
地
域
で
も
同
じ
よ
う
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら

事
業
の
対
象
を
市
全
域
に
広
げ
て
実
施
し

ま
す
。

事
業
に
取
り
組
む
集
落
は
、
事
業
主
体

と
な
る
「
集
落
安
心
づ
く
り
の
会
」
を
組

織
し
、
加
入
者
か
ら
の
会
費
や
市
か
ら
の

補
助
金
な
ど
を
充
て
て
、
要
援
護
世
帯
へ

の
支
援
活
動
を
行
い
ま
す
。
事
業
の
概
要

を
次
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
12
年
度
か
ら
こ
の
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
高
齢
者
世
帯
の
玄
関
前
の

雪
か
き
や
雪
下
ろ
し
、
集
落
内
道
路
と
共

同
駐
車
場
、
ゴ
ミ
集
積
庫
前
の
除
雪
な
ど

が
主
な
活
動
で
す
。
雪
下
ろ
し
と
小
型
投

雪
機
操
作
の
担
当
者
を
決
め
、
降
雪
の
状

況
に
よ
り
交
替
で
作
業
を
行
い
ま
す
。

会
の
運
営
は
、
世
帯
会
費
（
28
戸
）
が

年
額
６
、
０
０
０
円
、
市
補
助
金
10
万
円
、

集
落
か
ら
の
助
成
金
、
ほ
か
に
各
作
業
に

よ
る
収
入
な
ど
を
加
え
て
歳
入
は
１
０
０

万
円
ほ
ど
で
す
。
こ
れ
ら
を
、
作
業
担
当

者
の
賃
金
、投
雪
機
の
燃
料
費
や
修
理
費
、

保
険
料
な
ど
に
充
て
て
い
ま
す
。
業
者
に

お
願
い
し
た
ら
相
当
な
額
に
な
り
ま
す
よ
。

心
配
事
を
抱
え
る
集
落
に
対
し
て
、
行

政
か
ら
目
配
り
を
し
て
ほ
し
い
気
持
ち
は

あ
り
ま
す
が
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
限
界

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
私
た
ち

も
意
識
を
変
え
、
出
来
る
こ
と
は
実
行
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
住
民
と
行
政
と
の
協
働
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
事
業
は
モ
デ
ル
的
な

も
の
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

住
民
と
行
政
と
の
協
働
事
業

太平集落
安心づくりの会
代　表

小野嶋哲雄さん
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地　域

（表１）

対　象　集　落（行政区）

十日町

猿倉　津池　菅沼　大池　十日町赤倉　市之沢

嘉勝　轟木　焼野　魚之田川　新水　宇田ケ沢

中条菅沼　山新田　小貫　東枯木又　西枯木又

蕨平　三ッ山　上田原　池谷　笹之沢　落之水

池之平　孕石　長里　椌木　田麦　二ツ屋　船坂

塩ノ又　樽沢　中手　中平　名ケ山　仙之山　

平　漉野　慶地　二子　願入　塩野　天池　細尾

池ノ尻　漆島　池沢　野中　鍬柄沢　当間　大石

南雲　中在家　水沢市ノ沢　珠川

川　西

中　里

松之山

松　代

元町　新町新田　下平新田　三領　小根岸　木落

寺ケ崎　塩辛　中仙田　室島　小脇　高倉　田戸

赤谷　岩瀬　大倉　大白倉　小白倉

全行政区

全行政区

芋沢　田沢本村　東田沢　如来寺　豊里　通り山

高道山　朴木沢　宮沢　市之越　鷹羽　白羽毛　

程島　東田尻　角間　葎沢　土倉　倉下　

芋川新田　小出　西方　西田尻　芋川　倉俣　

重地　清田山　中里下山　田代　新屋敷　本屋敷

堀之内　宮中

会　費

会　費

本庁福祉課高齢福祉係（内線144）

及び各支所健康福祉課

申込み・問合せ

集
落
安
心
づ
く
り

事
業
の
概
要

「集落安心づくり事業」は、高齢者や

障害者などの世帯に対して、冬場の宅地

内の避難路確保や日常の見守りなどの支援活動を集落ぐるみで行う

十日町市独自の制度です。今まで松代地域のみで取り組まれていま

したが、各地域とも同じような環境にあることから、平成19年度か

ら市全域に広げて実施します。

平
成
19
年
度
か
ら
市
全
域
に
拡
大

集
落
安
心
づ
く
り
事
業

集
落
ぐ
る
み
の
ふ
れ
あ
い
　
た
す
け
あ
い

会
を
組
織
し
て
事
業
を
運
営

事
業
を
市
全
域
に
拡
大

松
代
地
域
で
生
ま
れ
た
事
業

住
民
と
行
政
と
の
協
働
事
業
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介
護
に
関
す
る
相
談
や
悩
み
だ
け
で
な

く
、
健
康
や
医
療
、
福
祉
、
生
活
に
関
す

る
こ
と
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
対
応
し

ま
す
。
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
と
い
っ
た
悩
み
も
、
ま
ず
は
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
状
態
に
あ
っ
た
介
護
支
援
計

画
を
作
り
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
運

動
器
の
機
能
向
上
、
栄
養
改
善
、
口
腔
機

能
の
向
上
な
ど
）
を
組
み
ま
す
。

介
護
保
険
制
度
の
も
と
、
要
介
護
状
態

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
目
的
に
合
わ
せ
た

「
介
護
予
防
プ
ラ
ン
」
を
作
り
、
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
介
護
予
防
・
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
】

介
護
予
防
を

推
進
し
ま
す

【
権
利
擁
護
業
務
】

権
利
を
守
り
、

虐
待
の

早
期
発
見

防
止
に
努
め
ま
す

【
総
合
相
談
支
援
業
務
】

生
活
の
中
で

困
り
ご
と
、

心
配
ご
と
の

相
談
に

対
応
し
ま
す

財
産
管
理
や
契
約
に
関
す
る
相
談
な
ど

に
応
じ
、
必
要
と
判
断
し
た
場
合
は
成
年

後
見
人
制
度
の
申
し
立
て
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
虐
待
の
早
期
発
見

と
防
止
に
努
め
ま
す
。

【
包
括
的
・
継
続
的
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
業
務
】

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
支
援
・

指
導
や
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
構
築
し
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
に
と

っ
て
暮
ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
ま
す
。

●地域包括支援センターつまりの里
十日町市新宮乙195-3 1758－2324
担当地域：十日町地域の川治・六箇・吉田・水沢、中里

地域別
受付窓口
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市
で
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、市
民
が
提
案
し
、

市
民
が
行
う
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
助
成
し
ま

す
。ま

ち
づ
く
り
団
体
（
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
）
が
主
体
と
な
っ
て
、

広
く
地
域
住
民
の
参
加
の
も
と
で
行
う
ま
ち

づ
く
り
事
業
を
募
集
し
ま
す
。
申
請
の
あ
っ

た
事
業
は
、
皆
さ
ん
の
地
域
の
地
域
協
議
会

が
審
査
し
、
採
択
を
決
定
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
事
業
は
、
公
益
活
動
と
し
、

地
域
間
交
流
、
人
材
育
成
活
動
、
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
、
地
域
活
性
化
の
た
め
の

調
査
・
研
究
・
計
画
策
定
・
イ
ベ
ン
ト
な
ど

の
ほ
か
、
皆
さ
ん
が
提
案
す
る
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
ま
す
。

対
象
団
体
‥
市
内
に
住
所
を
置
く
地
域
づ
く

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
や

N
P
O
な
ど

申
込
期
限
‥
６
月
末
日

補
助
対
象
事
業
費
‥
５
万
円
以
上

補

助

率
‥
50
％
以
内
（
各
地
域
協
議
会
の

上
限
50
万
円
）

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
://w

w
w
.city

.to
k
a
m
a
ch
i.n
iig
a
t-

a
.jp
/

）
も
し
く
は
、
担
当
課
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度

ま
ち
づ
く
り
活
動
費
助
成
事
業
に

ご
応
募
く
だ
さ
い

市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
考
え

行
う
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
！

総
合
政
策
課
　
自
治
振
興
係

1
７
５
７
│
３
１
９
３

十
日
町
地
域
の
各
公
民
館

各
支
所
地
域
振
興
課
　
自
治
振
興
係

問合せ

谷内丑町内会では、自治宝くじコミュニティ助成事

業の助成を受けてみこしを購入しました。今回新しい

みこしを整備することにより、町内行事が一層盛り上

がり、地区住民の一体感が更に高まっていくことが期

待されています。

コミュニティ助成事業とは、自治総合センターが自

治宝くじの普及・広報とともに、コミュニティ活動の

健全な発展を図ることを目的に行っている助成事業で

す。宝くじはみこしのほか公園遊具や文化活動設備、

防災設備、緑化活動など、地域コミュニティ組織を対

象にしたさまざまな地域づくりに役立っています。

●問合せ 総合政策課自治振興係　（1757-3193）

谷
内
丑
町
内
会
子
ど
も
み
こ
し
購
入

地域包括支援センターを
紹介します
地域包括支援センターを
紹介します

地域包括支援センターは、高齢者の皆さんが

住みなれたまちで安心して暮らしていけるよう、

介護・医療・健康・福祉などのさまざまなサー

ビスを包括的・継続的に支援していくために設

けられました。

●地域包括支援センター十日町
十日町市千歳町3-3 1757－9169（内線146・193）
担当地域：川西、松代、松之山

●地域包括支援センター三好園しんざ
十日町市新座甲609-2 1750－5380
担当地域：十日町地域の十日町・中条・下条

●実 施 日 ４月28日、５月26日、６月９日・23日、

７月14日・28日、８月11日・25日、

９月８日・22日（10月以降の開催日は未定）

●実施場所 十日町市役所市長室

●対 象 者 原則として市内に住所または勤務地・所

在地がある個人及び団体（10人以内）

●申込方法 ¡氏名、年齢、住所、電話番号、市長と

話し合いたい内容などを明記のうえ、

電話・FAX・Eメール・郵送など適宜

の方法で事前に申込んでください。

¡受付は先着順（開催日の３日前締切り）

●対談時間 午前９時から正午まで。１組１時間以内

●出 席 者 市長／関係職員など

●そ の 他 ¡市長公務の都合や、やむをえない事情

により実施できない場合があります。

¡内容により、対談によらず電話対応や

文書回答することがあります。

市民の声を市政に生かすとともに相互に信頼関係

を築くため、市民と市長が直接対話する「サタデー

市長室」を行っています。参加を希望する場合は、

下記により申込んでください。

申込み・問合せ： 総務課広報広聴係（内線213）

サタデー市長室市民と
市長が対話するサタデー市長室

地域ボランティアガイド育成活動

地域別
受付窓口
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地域の風～支所からのたより～ 地域の風～支所からのたより～

３
月
15
日
e
、
清
龍
寺
（
霜
条
・
金
山

有
絋
住
職
）
で
、「
だ
ん
ご
ま
き
」
が
あ
り
、

橘
保
育
園
児
31
人
と
地

元
住
民
な
ど
合
わ
せ
て

約
60
人
が
参
加
し
ま
し

た
。「
だ
ん
ご
ま
き
」
は
、

お
釈
迦
様
が
亡
く
な
っ

た
日
（
旧
暦
の
２
月
15

日
）
の
法
要
と
し
て
、

清
龍
寺
で
は
、
毎
年
３

月
15
日
に
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
日
は
、
金
山
住

職
の
法
話
の
後
、
檀
家
や
近
所
の
お
年
寄

り
５
人
が
前
日
に
作
っ
た
だ
ん
ご
が
、
金

山
住
職
と
お
年
寄
り
の
手
に
よ
り
お
堂
に

元
気
よ
く
ま
か
れ
、
園
児
た
ち
も
わ
れ
先

に
拾
い
集
め
て
い
ま
し

た
。だ

ん
ご
は
、
今
年
一

年
の
無
病
息
災
を
祈
っ

て
食
べ
る
だ
け
で
は
な

く
、
お
守
り
と
し
て
身

に
つ
け
る
習
慣
も
あ
り

ま
す
。
だ
ん
ご
ま
き
は

雪
深
い
地
域
に
春
の
到

来
を
告
げ
る
行
事
と
な

っ
て
い
ま
す
。

春
を
告
げ
る「
だ
ん
ご
ま
き
」

総合学習でそば打ち体験

※「そば始め会」で
は、毎月第２木
曜日に大けやき
の宿でそば打ち
をしています。
１回1,500円で
体験できます。

３月14日d～16日fの３日間、川西高校（村田幹夫

校長）で、１年生110人がそば打ちを体験しました。

これは、同校が総合学習の一環として毎年実施して

いるもので、地元の「そば始め会（金子啓介代表）」が

講師を務めています。生徒たちは、地元で生産された

そば粉を使い、『こね』～『ゆでる』までの全行程に真

剣に取り組みました。自分たちが一から作ったものは

やはり格別のようで、「うまい、うまい」と言いながら

食べていました。最後に、講師が打ったそばを食べる

と「うまい！やっぱプロは違うなー」などという声が

あちこちで飛び交っていました。

の
卒
園
児
一
人
ひ
と
り
に
終
了
証
書
が
手

渡
さ
れ
ま
し
た
。
在
園
児
か
ら
「
小
学
校

で
も
ご
飯
を
モ
リ
モ
リ
食
べ
て
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
言
葉
が
贈
ら
れ
る
と
、
卒

園
児
は「
保
育
園
で
の
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

う
れ
し
か
っ
た
こ
と
、
涙
が
で
た
こ
と
が

思
い
出
で
す
。
い
ま
か
ら
一
年
生
に
な
る

の
が
楽
し
み
で
す
。
優
し
く
見
守
っ
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
お
別
れ
の
言
葉
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
に
卒
園
児
の
〝
思
い

出
の
ア
ル
バ
ム
〞
の
歌
が
元
気
よ
く
流
れ

る
と
、
大
き
く
立
派
に
成
長
し
た
わ
が
子

の
姿
に
お
母
さ
ん
た
ち
は
目
頭
を
熱
く
し

て
い
ま
し
た
。
16
人
の
卒
園
生
は
、
４
月

か
ら
３
つ
の
小
学
校
に
分
か
れ
て
学
校
生

活
を
送
り
ま
す
。

最後にみんなで合唱しました

思
い
出
を
胸
に
元
気
に
卒
園

「浦田小ありがとう」６人が巣立ち
３月23日f、浦田小学校で第60回卒業証書授与式

が行われ、卒業生６人が「浦田小ありがとう」を言葉

に学び舎を巣立ちました。式では池田良夫校長から卒

業証書が手渡され、卒業生は「つらい時もあきらめな

いで頑張れた」「中学校では新しいものに挑戦したい」

など一人ひとりが思い出や決意を語りました。池田校

長からは「中学校に行っても、日々新たな気持ちで前

向きに取り組んでいってほしい」とはなむけの言葉が、

在校生からは「親切にしてくれてありがとう。中学校

へいっても頑張ってください」と贈る言葉が述べられ

ました。卒業生は６年間の思い出と中学校への希望を

胸に旅立ちました。

３
月
14
日
d
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
、
講
演
会
「
睡
眠
は
こ
こ

ろ
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
　
〜
上
質
な
睡
眠
を

と
っ
て
い
ま
す
か
？
〜
」（
十
日
町
地
域
振

興
局
健
康
福
祉
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
講
師
に
須
賀
良
一
中
条
第
二
病
院

長
を
迎
え
、
眠
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

須
賀
医
師
は
、「
睡
眠
に

は
次
の
３
つ
の
タ
イ
プ
が

あ
り
ま
す
。

①
寝
つ
き
が
悪
い
タ
イ
プ

（
寝
床
に
入
っ
て
か
ら

１
時
間
以
上
眠
れ
な
い
）

②
途
中
覚
醒
タ
イ
プ
（
眠

り
が
浅
く
寝
て
か
ら
も

途
中
で
目
覚
め
て
し
ま

い
、
眠
れ
な
い
）

③
早
朝
覚
醒
タ
イ
プ
（
寝
て
か
ら
５
時
間

以
内
で
目
覚
め
、早
朝
か
ら
眠
れ
な
い
）

①
の
タ
イ
プ
は
神
経
質
な
人
に
多
く
、

う
つ
病
の
人
は
②
や
③
の
兆
候
が
あ
り
、

寝
た
感
じ
が
し
な
い
な
ど
脳
が
休
ま
ら
な

い
状
態
に
な
り
ま
す
。

眠
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ

ま
た
、
睡
眠
に
は
浅
い
睡
眠
と
深
い
睡

眠
が
あ
り
、
90
分
周
期
で
一
晩
に
４
〜
５

回
繰
り
返
し
、
使
っ
て
い
る
筋
肉
や
頭
を

休
ま
せ
る
働
き
と
、
情
報
の
処
理
を
し
て

い
る
大
事
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
眠
れ
な

い
こ
と
か
ら
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
寝
よ

う
と
す
る
人
が
い
ま
す

が
、
逆
に
ア
ル
コ
ー
ル

が
切
れ
た
と
き
に
睡
眠

を
邪
魔
す
る
の
で
良
く

あ
り
ま
せ
ん
。
病
院
で

処
方
さ
れ
る
睡
眠
剤
は

依
存
性
は
少
な
い
の

で
、
気
に
し
な
い
で
よ

い
で
し
ょ
う
。
人
に
よ

り
睡
眠
の
長
さ
は
異
な

り
ま
す
が
、
６
〜
９
時

間
睡
眠
が
取
れ
て
い
れ

ば
一
応
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
ど
ん
な
に
忙

し
く
て
も
眠
る
こ
と
が
一
番
大
切
で
す
」

と
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
「
最
近
、
眠
れ
な
い
人
が

大
勢
い
ま
す
が
、
睡
眠
を
上
手
に
と
り
、

こ
こ
ろ
の
病
気
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た

眠ることの大切さを講演する須賀院長

－申込先－

金子啓介
1769-2252

昭
和
62
年
に
始
ま
っ
た
山
村
留
学
松
之

山
学
園
は
、
平
成
18
年
度
の
第
19
期
生
が

最
後
の
学
園
生
と
な
り
、
20
年
の
歴
史
に

幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
３
月

25
日
a
、
松
之
山
学
園
で
最
後
の
修
園
式

が
行
わ
れ
、
保
護
者
や
受
入
農
家
、
学
校

関
係
者
な
ど
が
見
守
る
中
、
小
野
塚
良
雄

学
園
長
か
ら
２
人
の
学
園
生
に
修
園
証
書

と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
、
修
園
証
書
を
受
け
た
の
は
浦

田
小
学
校
４
年
の
塚
田
一
都
さ
ん
と
松
之

山
中
学
校
１
年
の
石
垣
翔
太
さ
ん
で
す
。

式
で
は
、
２
人
か
ら
「
夏
休
み
後
の
９

月
は
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
で
泣
い
た
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
で
は
お
母
さ

ん
が
お
い
し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
」
や
「
以
前
よ
り
も
笑
え
る
よ
う
に
な

り
、
松
之
山
で
人
の
優
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。
ス
キ
ー
で
３
級
に
合
格
し
ま
し
た
」

な
ど
学
園
生
活
一
年
間
の
思
い
出
が
発
表

さ
れ
、
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
４
月
か
ら
は
塚
田
さ
ん
は
埼
玉
で
、

石
垣
さ
ん
は
東
京
で
そ
れ
ぞ
れ
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
松
之
山
学
園

で
は
こ
れ
ま
で
に
延
べ
１
７
７
人
の
子
ど

も
た
ち
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

松
之
山
学
園
の
閉
園
式
は
４
月
14
日
g

に
開
催
さ
れ
、
記
念
碑
の
除
幕
が
行
わ
れ

ま
す
。

松
之
山
学
園
で

最
後
の
修
園
式
　

石垣さん（左）と塚田さん

最後の学園生を送り出しました
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３
月
27
日
c
、
松
之
山
保
育
園
で
卒
園

式
が
行
わ
れ
、
草
村
慶
子
園
長
か
ら
16
人

６
年
間
の
思
い
と
と
も
に

総合学習でそば打ち体験
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ちょっと照れやさんのりょうちゃんは、弟の風
ちゃんを可愛がってくれるやさしいお兄ちゃんで
す。４月から幼稚園のすみれ組に入るりょうちゃ
ん。みんなと遊ぶのが今からとても楽しみです。

こばやし りょうたろうちゃん
平成15年9月22日生まれ
山本町3

小林 稜太郎　
ちゃん

福原　歩
ちゃん

外で遊ぶのが大好きなあゆみちゃんは、今自転
車乗りに夢中。お姉ちゃんとはけんかもするけど
とっても仲良しです。おばあちゃんが作る野沢菜
入りのあんぼが大好物のあゆみちゃんです。

ふくはら　あゆみちゃん
平成15年12月29日生まれ
天水越

禁
煙
や
分
煙
を
し
て
い
る
公
共
施

設
や
職
場
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
こ
れ
か
ら
は
タ
バ
コ
が
及
ぼ

す
健
康
へ
の
影
響
を
少
な
く
す
る
た

め
に
、
家
庭
に
お
い
て
も
分
煙
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、「
主
流
煙
」
と

言
わ
れ
る
喫
煙
者
本
人
が
フ
ィ
ル
タ

ー
を
通
し
て
吸
い
込
む
煙
と
、
「
副

流
煙
」
と
言
わ
れ
る
タ
バ
コ
の
先
か

ら
出
る
煙
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

タ
バ
コ
の
煙
に
は
、
約
４
千
種
類

の
化
学
物
質
が
含
ま
れ
て
い
て
、
喫

煙
者
本
人
が
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

吸
う
主
流
煙
よ
り
副
流
煙
の
ほ
う
が

有
害
物
質
の
濃
度
が
高
く
、
ま
わ
り

に
い
る
人
に
も
健
康
に
影
響
を
与
え

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
煙
者
の
い
る
家
庭
の
子
ど
も
は
、

気
管
支
炎
や
喘
息
に
か
か
り
や
す
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
妊
婦
や
胎
児
へ

の
影
響
も
大
き
く
、
早
産
・
流
産
や

未
熟
児
・
低
体
重
児
出
産
の
割
合
が

高
く
な
り
ま
す
。
大
人
で
も
肺
気

腫
・
が
ん
や
心
臓
病
な
ど
の
病
気
に

な
る
危
険
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

自
分
の
家
で
も
次
の
よ
う
な
分
煙

の
マ
ナ
ー
は
守
り
た
い
も
の
で
す
。

①
子
ど
も
や
、
タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い

人
の
前
で
は
タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

②
家
族
が
集
ま
る
居
間
な
ど
で
は
、

タ
バ
コ
は
吸
わ
な
い
。

③
タ
バ
コ
は
換
気
扇
の
あ
る
部
屋
か

個
室
ま
た
は
屋
外
で
吸
う
。

④
タ
バ
コ
を
吸
っ
た
ら
す
ぐ
新
鮮
な

外
の
空
気
を
取
り
入
れ
、
換
気
を

行
う
。

こ
れ
ら
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
で
、

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
人
を
タ
バ
コ
の

害
か
ら
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
喫
煙
者
本
人
も
結
果
的
に
喫
煙

本
数
が
少
し
ず
つ
減
り
、
タ
バ
コ
を

止
め
た
い
と
思
っ
た
と
き
に
禁
煙
が

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

大
切
な
家
族
の
た
め
に
、
家
庭
で

も
分
煙
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

主
流
煙
と
副
流
煙

タ
バ
コ
の
影
響

家
庭
の
分
煙
マ
ナ
ー

大
切
な
家
族
を
守
る
た
め
に
家
庭
で
分
煙
し
ま
せ
ん
か
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1

区　　　　　　分 施設数（加入世帯）

27施設
（約1,880世帯）

地上デジタル放送も難視で共同受信施設への地
上デジタル放送受信設備導入が必要と思われる
施設

な　　し
地上デジタル放送は良視で共同受信施設範囲の
全域で個別受信が可能と思われる施設

４施設
（約80世帯）

現地調査を行わないと判断できない施設

○NHK共同受信施設における受信状況

区　　　　　　分 施設数（加入世帯）

7施設
（約400世帯）

地上デジタル放送が地形などの影響により、ほ
ぼ全域で受信できないと思われる施設

9 施設
（約 1,600世帯）

おおよそ80％が
見える（1,300）

20％（300）は
見えないと予測

地上デジタル放送が建物や地形などの影響によ
り、一部で受信できないと思われる施設

7施設
（約700世帯）

地上デジタル放送は良視で共同受信施設範囲の
全域で個別受信が可能と思われる施設

な　し現地調査を行わないと判断できない施設

2施設
（約300世帯）

中継局の開局前のため現地調査が未実施の施設

○東京電力共同受信施設における受信状況

市
内
に
は
、
共
同
受
信
施
設
が
１
９
７
あ
り
ま
す
。
内
訳
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
共
同
受
信
施
設

31
、
東
京
電
力
共
同
受
信
施
設
25
、
公
共
補
助
共
同
受
信
施
設
30
、
自
主
そ
の
他
共
同
受

信
施
設
１
１
１
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
今
回
は
東
京
電
力
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
共
同
受
信

施
設
の
受
信
状
況
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
東
京
電
力
へ
の
聞
き
取
り
）
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

テ
レ
ビ
共
同
受
信
施
設
の

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
状
況
（
そ
の
１
）

井口　友木 さん

1984年生
&上村病院健康管理室勤務

お役に立ちたい 健康づくりのお手伝い

先月の村山哲也さんからバトンタッチ。
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父
や
兄
の
仕
事
を
見
て
い
て
、
私
も
医
療
関
係
の

仕
事
に
就
こ
う
と
地
元
の
看
護
学
校
に
入
学
し
ま
し

た
。
勉
強
し
て
い
る
う
ち
に
、
も
っ
と
広
く
地
域
の

人
と
か
か
わ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
て
、
保
健

師
を
目
指
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
い
よ
い

よ
こ
の
春
、
念
願
か
な
っ
て
十
日
町
市
内
で
保
健
師

と
し
て
社
会
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

今
、
も
の
す
ご
く
緊
張
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
は
、

人
々
の
健
康
づ
く
り
の
相
談
や
指
導
な
ど
も
行
い
ま

す
。
病
気
の
予
防
や
す
で
に
病
気
な
ど
が
あ
っ
て
も
、

悪
化
し
な
い
よ
う
な
対
応
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
だ
経
験
浅
い
私
に
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
か
、
ち
ゃ
ん
と
理
解
し
実
践
し
て
も
ら
え
る
お
話

が
で
き
る
か
、
不
安
に
思
う
一
方
で
や
り
が
い
も
感

じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、
現
場
で
学
ぶ
こ
と
は
今

ま
で
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
よ
り
は
る
か
に
た
く
さ
ん

あ
る
と
思
い
ま
す
。
一
つ
ひ
と
つ
経
験
を
重
ね
な
が

ら
早
く
一
人
前
に
な
っ
て
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

の
お
手
伝
い
が
で
き
た
ら
い
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

1.61�
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３月22日e、中央公民館で災害時応援協定合同締結式が

行われました。市では今回新たにＪＡ十日町グループ、地方

卸売市場十日町生鮮食品㈱、㈱セブン－イレブン・ジャパン、

㈱原信、㈱リオン・ドールコーポレーションと協定を締結し

ました。今回の協定により、大規模災害時に食糧・飲料・日

常生活用品などの優先的供給を受けられることになりまし

た。㈱原信の森山仁取締役は、「今回の応援協定で、万一の

災害時に微力ではありますがお役に立ちたい」と話しました。

市では、今後、災害時に協定に基づき、物資などを確保する

流通備蓄を主として進めていきます。

３
月
25
日
a
、
下
条
保
育
園
で
閉
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
下
条
保
育
園
は
、
昭
和
31
年
広

大
寺
季
節
保
育
園
と
し
て
開
設
。
33
年
に
は
季

節
下
条
保
育
園
と
な
り
、
46
年
に
市
立
保
育
所

と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
以
来
地
域
の
保
育

園
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
が
、
下
条
学

園
む
つ
み
幼
稚
園
と
の
共
用
化
に
伴
い
、
こ
の

度
36
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
閉
園
式
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
オ
リ
ジ

ナ
ル
曲
「
さ
よ
な
ら
ぼ
く
た
ち
の
ほ
い
く
え
ん
」

を
披
露
し
た
後
、
下
条
保
育
園
の
看
板
が
子
ど

も
た
ち
か
ら
田
口
市
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

新たに５団体と災害時応援協定を締結

まごころとおいしさ届ける中央給食センター

下
条
保
育
園
36
年
の
歴
史
に
幕

北
川
フ
ラ
ム
氏
に
芸
術
選
奨

tokamachi topics

３月25日a、千手中央コミュニティセンターで震災復興チ

ャリティーライブ「風人
かじぴとぅ

の祭り inとおかまち」（NPO法人支

援センターあんしん主催）が開催されました。風人
かじぴとぅ

とは、自

然とともに生きる人、思いを持つ人を表します。祭りの第一

部では、市内団体によるダンスや手話歌などが披露されまし

た。第二部からは沖縄のダンスグループ「潮平太鼓キジムナ

ー」による踊り「エイサ－」と西表島出身のまーちゃん（山下

正雄さん）が率いるまーちゃんバンドのライブが行われまし

た。子どもたちのエイサ－のリズムやまーちゃんの島唄、三

線の響きに、会場を訪れた人は大きな拍手を送っていました。

３
月
26
日
b
、
妻
有
大
橋
の
河
川
敷
で
、
千

手
小
学
校
５
年
生
の
子
ど
も
た
ち
32
人
に
よ
る

鮭
の
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
中
魚
沼
漁
業
協

同
組
合
が
主
催
し
た
も
の
で
、
約
１
万
匹
の
鮭

の
稚
魚
が
信
濃
川
に
放
た
れ
ま
し
た
。
稚
魚
は
、

10
日
ほ
ど
で
海
ま
で
下
り
、
３
〜
４
年
を
か
け

て
周
遊
し
た
後
、
信
濃
川
に
戻
っ
て
き
ま
す
が
、

そ
の
確
率
は
１
万
匹
の
う
ち
１
０
０
匹
に
満
た

な
い
ほ
ど
わ
ず
か
な
も
の
で
す
。
参
加
し
た
児

童
は
、「
少
し
で
も
多
く
の
鮭
が
元
気
に
信
濃
川

に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

沖縄のリズムに触れる　風人の祭り

元
気
に
信
濃
川
に
戻
っ
て
き
て

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、総務課広報広聴係（1
757─3112内線213）へ、お気軽にお
寄せください。

昨年６月から建設を進めていた「十日町市中央学校給食センター」

（高田町６）が４月から稼動し、市内８小・中学校の児童・生徒に給食

を配食しています。同センターは、鉄骨造り一部２階建て、延べ床面

積約1,455㎡、総工事費は５億6,689万円で、１日当たり最大1,500食

の配食ができます。施設内は、常に床を乾いた状態で使用するドライ

システムを導入。また、種類の異なる食品がいっしょにならないよう

に野菜類と肉・魚類下処理の専用室や調理室、器具洗浄室などを独立し

て設けるなど、衛生と安全に配慮した構造になっています。なお、給

食の献立作成や食材料の購入は今までどおり給食センターの栄養士が

行い、調理及び配送などの業務はNPO「雪の里」に委託しています。

ほくほく線開業10周年記念まつだい駅まつり

３月24日g、25日aの２日間、まつだい駅前広場を会場に「まつ

だい駅まつり」が開催されました。会場には地元出店者による露店や

わら細工、竹細工などの実演販売も行われ、多くの来場者でにぎわい

ました。平成９年の開業から10周年を迎えた今回は、人気ゲームソフ

ト「電車でGO!」の声役でおなじみの立川真司さんをゲストに迎え、

ほくほく線の生い立ちや鉄道の話題などを交えたコミカルなライブト

ークも演じられました。また、ふるさと会館内では恒例の雪割草展示

即売会（しぶみ山草会主催）も同時開催。県内の愛好家から集められ

た可憐な品種約230鉢の展示や同会員が丹誠込めて栽培した雪割草の

販売も行われ、来場者は春の訪れを実感していました。

大
地
の
芸
術
祭
総
合
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
・
北
川

フ
ラ
ム
さ
ん
（
東
京
都
・
60
歳
）
が
、
平
成
18

年
度
（
第
57
回
）
芸
術
選
奨
・
文
部
科
学
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
北
川
さ
ん
は
、「
人
間
は

自
然
に
内
包
さ
れ
る
」
を
テ
ー
マ
に
里
山
に
現

代
ア
ー
ト
を
展
開
す
る
こ
と
で
地
域
の
魅
力
を

高
め
る
こ
と
を
提
唱
。
２
０
０
０
年
以
来
大
地

の
芸
術
祭
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、
ア
ー
ト
の
喜

び
、
面
白
さ
を
広
め
た
こ
と
が
高
い
評
価
を
受

け
ま
し
た
。
北
川
さ
ん
は
、「
地
域
の
皆
さ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
い
た
だ
い
た
賞
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。
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新
緑
の
季
節
。
ご
み
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
清
掃

後
に
メ
ー
ン
会
場
で
商
品
多
数
の
ク

イ
ズ
や
花
の
苗
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月
30
日
（
振

替
休
日
）
午
前
９
時
〜
11
時
●
集
合

場
所
＝
妻
有
大
橋
付
近
河
川
敷
（
メ

ー
ン
会
場
）
●
実
施
場
所
＝
各
町
内
、

国
道
、
駅
前
な
ど
●
問
合
せ
＝
市
民

生
活
課
生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
７
）

【
書
芸
作
品
展
「
宙
へ
」】

●
期
日
＝
４
月
24
日
c
〜
５
月
14
日

b
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
●
会
場
＝

ク
ロ
ス
10

【
楽
書
き
ラ
イ
ブ
】

ご
希
望
の
字（
１
〜
２
字
）を
書
い
て

も
ら
え
ま
す
。
※
有
料
●
日
時
＝
５

月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
午
後
２
時

〜
５
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
問
合

せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
７
５
７
│
２
３

２
３
）

日
本
古
来
か
ら
伝
わ
る
健
康
法

「
青
竹
踏
み
」
と
足
の
マ
ッ
サ
ー
ジ

や
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
を
取
り
入

れ
た
運
動
で
す
。
血
行
促
進
・
冷
え

性
・
足
の
む
く
み
解
消
に
効
果
が
あ

り
ま
す
。
●
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午

前
11
時
〜
正
午
（
お
盆
・
年
末
年
始

を
除
く
年
間
48
回
）
※
１
回
の
み
の

参
加
も
可
●
会
場
＝
明
石
の
湯
●
対

象
＝
お
お
む
ね
40
歳
以
上
の
人
●
参

加
費
＝
５
０
０
円
（
明
石
の
湯
入
館

料
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
キ
ナ
ー

レ
（
1
７
５
２
│
０
１
１
７
）

雪
消
え
が
早
か
っ
た
今
年
の
春
。

い
つ
も
と
違
っ
た
風
景
に
出
会
え
る

か
も
。
松
山
金
一
さ
ん
の
案
内
で
自

然
観
察
や
歴
史
探
訪
を
し
な
が
ら
歩

く
２
日
間
で
す
。
※
１
日
の
み
の
参

加
可
●
期
日
＝
５
月
３
日
（
憲
法
記

念
日
）
・
４
日
（
み
ど
り
の
日
）
●

集
合
時
間
と
場
所
＝
両
日
と
も
午
前

８
時
30
分
に
ま
つ
だ
い
駅
●
定
員
＝

各
日
先
着
10
人
●
参
加
費
＝
各
日
７

０
０
円
●
コ
ー
ス（
２
日
間
）
＝
星

峠
棚
田
〜
蒲
生
〜
ま
つ
だ
い
駅
〜
熊

越
山
〜
松
之
山
街
道
〜
犬
伏
城
趾
〜

孟
地
〜
名
ヶ
山
薬
師
堂
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
４
月
30
日
b
ま
で
に
松
代

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
若
月

（
1
５
９
７
│
２
４
５
４
）

●
日
時
＝
４
月
22
日
a
午
前
９
時
〜

午
後
３
時
●
会
場
＝
陸
上
自
衛
隊
高

田
駐
屯
地
（
上
越
市
南
城
町
３
│
７

│
１
）
●
内
容
＝
記
念
式
典
、
観
閲

行
進
、
訓
練
展
示
、
体
験
試
乗
、
模

擬
売
店
、
郷
土
記
念
館
開
放
な
ど
●

問
合
せ
＝
陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地

（
1
０
２
５
│
５
２
３
│
５
１
１
７
）

●
日
時
＝
４
月
23
日
b
午
後
５
時
30

分
〜
９
時
●
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
●
内

容
＝
▼
第
１
部
‥
事
業
体
験
報
告

「
出
逢
い
は
人
生
の
宝
物
」伊
藤
勝
氏

▼
第
２
部
‥
講
演
「
日
本
創
生
の
心

〜
風
を
起
こ
す
〜
」
中
野
里
孝
正
氏

●
参
加
費
＝
２
、
０
０
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
十
日
町
市
倫
理
法
人

会
（
十
日
町
商
工
会
議
所
内
1
７
５

７
│
５
１
１
１
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

■期　日＝５月３日（憲法記念日）

■定　員＝きもの持参：10人

きもの貸出：女性25人（振袖20人・付下５人）

男性４人

※先着順。定員になり次第締切ります。

■参加費＝

きもの持参者：2,000円（着付料、昼食代）

きもの貸出者：5,000円

（きもの貸出料、着付料、昼食代）

■申込み・問合せ＝

十日町観光協会1757-3345

※きものまつりのイベント情報は

市報４月25日号といっしょに

各世帯に配布します

きもの産地ならではの春のおまつりに、実際にき

ものを着て参加しませんか。全員着付け、昼食付き

です。きものを持っていない人には、十日町のきも

のを貸し出します。

第31回十日町きものまつり

■問合せ＝生涯学習課1757-8918

電子メールによるメッセージは

こちらから　th-edu-gakushu

@city.tokamachi.niigata.jp

■日　時＝５月３日（憲法記念日）

午前11時～午後０時15分（10時30分開場）

■会　場＝クロス10 ※駐車場が限られています。

自家用車での来場はご遠りょください。

■内　容＝「松苧太鼓」の演奏、市内のゴスペルグループ

「雪の華」の楽曲披露ほか

◆友情出演：蘭
らん

燃
ねん

さん

平成19年度十日町市成人式

陸
上
自
衛
隊
高
田
駐
屯
地

創
設
57
周
年
記
念
行
事

明
石
の
湯
健
康
！

青
竹
ビ
ク
ス
教
室

古
道
松
之
山
街
道

春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

平
野
荘
弦
「
書
芸
作
品

展
」「
楽
書
き
ラ
イ
ブ
」

十
日
町
市
倫
理
法
人
会

倫
理
経
営
講
演
会

参加者募集きものの里を
きもので歩こう！

【新成人へ向けたメッセージ募集！】

市民の皆さんから、新成人に向けたメッセージを募集し

ています。激励のメッセージをお寄せください。直筆のも

の、パソコンで作ったもの、書道や写真などにメッセージ

を込めたものなど形式は問いません。成人式当日、会場に

展示します。４月20日fまでに、生涯学習課または

最寄りの公民館へお届けください。

平成19年度十日町市成人式
参加者募集

市
役
所
で
ど
う
ぞ

パ
ス
ポ
ー
ト

新
年
度
早
々
、
市
長
が
窓
口
に
。
そ
う
で
す
、

新
し
く
窓
口
業
務
が
ス
タ
ー
ト
す
る
と
き
の
１

シ
ー
ン
で
す
。
今
月
か
ら
市
役
所
で
「
パ
ス
ポ

ー
ト
（
旅
券
）」
の
申
請
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
南
魚
沼
市
ま
で
出
向

い
て
の
手
続
き
で
し
た
が
、
市
役
所
で
戸
籍
書

類
を
も
ら
っ
て
そ
の
ま
ま
申
請
。
県
か
ら
の
権

限
委
譲
に
よ
り
、
ま
た
一
つ
住
民
サ
ー
ビ
ス
が

広
が
り
ま
し
た
。
申
請
で
き
る
の
は
、
市
内
に

住
民
登
録
が
あ
る
人
や
市
内
に
住
む
県
外
か
ら

の
学
生
や
単
身
赴
任
者
で
す
。
パ
ス
ポ
ー
ト
は

手
元
に
届
く
ま
で
、
14
日
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
こ

れ
で
海
外
旅
行
も
少
し
身
近
に
な
っ
た
か
な
。

※入賞者（10位以内）、○の中の数字は順位

【JOC2007ジュニアオリンピックカップ2007全日本ジュニア
スキー選手権大会全日本中学生選抜スキー大会】

▼中学女子５㎞フリー＝③長谷川悠（下条中２年）▼高校

女子５㎞フリー＝⑦本山育未（小出高１年　松之山中出）

▼高校女子５㎞クラシカル＝③本山育未⑩宮尾彩子（十日

町総合高１年）▼中学女子５㎞クラシカル＝⑧長谷川悠

▼高校男子10㎞クラシカル＝⑩中島有基（十日町総合高３

年）▼中学男子10㎞クラシカル＝①宮沢大志（水沢中３年）

⑩児玉翔平（吉田中３年）▼高校男子10㎞フリー＝⑧中島

有基▼中学男子10㎞フリー＝①児玉翔平⑥宮沢大志⑦小林

洋介（下条中２年）

【第85回全日本スキー選手権大会】

▼女子パシュート５㎞（C）＋５㎞（F）＝⑤丸山智恵（日

大　吉田中出）

【第６回全日本少年少女空手道選手権大会】

▼３年生女子形＝③村山萌依（西小３年）

【第21回ユニバーサルホッケー全国大会】

▼小学生高学年混成の部＝①中里ファイターズ大口貴裕

（田沢小）、五十川奨、山本滉貴（以上、清津峡小）、大島

卓巳、滝沢元気、斎喜愛、高野のぞみ、高橋彩、高橋芽以、

滝沢仁美、山田美喜子、鈴木裕也（以上、倉俣小）

春
季
全
国
大
会
で
十
日
町
勢
が
大
活
躍
！
 

春
季
全
国
大
会
で
十
日
町
勢
が
大
活
躍
！
 

３
月
25
日
a
、
第
21
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

ホ
ッ
ケ
ー
全
国
大
会
（
千
葉
県
浦
安
市
）

小
学
生
高
学
年
混
成
の
部
で
中
里
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。
旧
中
里

村
時
代
か
ら
全
国
大
会
に
連
続
出
場
す
る

こ
と
８
回
目
に
し
て
、
つ
い
に
念
願
だ
っ

た
全
国
の
頂
点
に
立
ち
ま
し
た
。
27
日
c
、

中
里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
は
市
役
所
を
表
敬
訪

問
し
て
田
口
市
長
に
全
国
大
会
優
勝
を
報

告
。
大
口
貴
裕
さ
ん
（
田
沢
小
・
６
年
）

は
「
全
国
大
会
と
い
う
す
ご
い
場
所
で
優

勝
で
き
て
、
小
学
校
生
活
の
良
い
思
い
出

に
な
り
ま
し
た
」
と
優
勝
の
喜
び
を
語
り

ま
し
た
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
２
０
０
７
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
カ
ッ
プ
２
０
０
７
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
選
手
権
大
会
全
日
本
中
学
生
選
抜

ス
キ
ー
大
会
（
３
月
14
日
d
〜
17
日
g
）

が
妙
高
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
男

子
10
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
で
宮
沢
大
志
選
手
が
、

中
学
男
子
10
㎞
フ
リ
ー
で
児
玉
翔
平
選
手

が
全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。
同
じ

地
域
内
の
ラ
イ
バ
ル
と
し
て
競
い
合
っ
た

両
選
手
。
高
校
で
も
更
な
る
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

全
国
大
会
優
勝

お
め
で
と
う
！

全
国
大
会
優
勝

お
め
で
と
う
！

全
国
大
会
優
勝

お
め
で
と
う
！

３月に行われた各種スポーツ全国大会で十日町勢が大活躍！３つの種目で全国制覇を

成し遂げました。各大会の入賞選手とともに紹介します。（敬称略）

全国制覇を果たした宮沢選手（左）と児玉選手（右）

全国大会優勝の中里ファイターズ



中越大震災復興
修学援助金のお知らせ

市報とおかまち『だんだん』平成19年4月10日号 市報とおかまち『だんだん』平成19年4月10日号

す
て
き
な
お
花
に
会
い
に
来
ま
せ

ん
か
。
●
日
時
＝
４
月
21
日
g
・
22

日
a
午
前
10
時
〜
午
後
６
時
（
22
日

は
５
時
終
了
）
●
会
場
＝
十
日
町
商

工
会
議
所
●
入
場
料
＝
無
料
●
問
合

せ
＝
十
日
町
服
飾
専
門
学
校
（
1
７

５
２
│
２
７
７
５
）

硬
式
テ
ニ
ス
を
い
っ
し
ょ
に
楽
し

み
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
毎
週
水
曜

日
午
前
10
時
〜
正
午
●
会
場
＝
総
合

体
育
館
●
問
合
せ
＝
十
日
町
テ
ニ
ス

協
会
富
田
（
1
７
６
１
│
０
２
０
３
）

５
月
１
日
c
が
納
期
限
の
市
税
、

各
種
料
金
及
び
使
用
料
な
ど
の
口
座

振
替
日
は
４
月
27
日
f
で
す
。
●
問

合
せ
＝
税
務
課
ほ
か
各
担
当
課
　
　
　

廃
棄
物
の
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ

シ
ン
類
の
発
生
な
ど
環
境
汚
染
を
も

た
ら
す
ば
か
り
か
、
煙
に
よ
る
健
康

被
害
も
心
配
さ
れ
ま
す
。
廃
棄
物
処

理
法
で
は
、
ど
ん
ど
焼
き
・
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
ー
な
ど
の
風
俗
慣
習

上
、
ま
た
は
宗
教
上
行
わ
れ
る
廃
棄

物
の
焼
却
や
、
日
常
生
活
を
営
む
上

で
通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却
を
除

き
野
焼
き
を
禁
止
し
て
お
り
、
違
反

す
る
と
罰
則
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

廃
棄
物
を
焼
却
す
る
場
合
は
、
市
町

村
や
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者
に
委
託

す
る
な
ど
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ

い
。
●
問
合
せ
＝
南
魚
沼
環
境
セ
ン

タ
ー
（
1
０
２
５
│
７
７
２
│
８
１

５
４
）

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
録

審
査
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
４
月

20
日
、
６
月
15
日
、
８
月
17
日
、
10

月
19
日
、
11
月
16
日
、
20
年
１
月
18

日
、
２
月
15
日
の
各
金
曜
日
午
前
10

時
〜
午
後
２
時
30
分
●
会
場
＝
４
・

８
・
11
・
１
月
は
県
庁
、
６
・
10
・

２
月
は
長
岡
地
域
振
興
局
●
持
参
す

る
も
の
＝
①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す

る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類
発
見

届
③
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
県
収
入

証
紙
６
、
３
０
０
円
分
）
●
問
合
せ

＝
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
1
０
２

５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の1には市外局番025が必要です お知らせ・ガイド

４
月
25
日
d
・
26
日
e
は
定
期
点

検
の
た
め
休
館
し
ま
す
。
●
問
合
せ

＝
千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
1
７
６
８

│
２
９
８
８
）

今
年
は
暖
冬
少
雪
の
た
め
、
春
の

稲
作
へ
の
影
響
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

水
田
周
り
や
水
路
な
ど
は
、
事
前
に

点
検
し
管
理
を
徹
底
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
耕
転
や
代
か
き
作
業
な

ど
は
て
い
ね
い
に
行
い
、
米
の
品
質

を
低
下
さ
せ
る
早
植
え
は
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
農
林
課
農
業
元
気
セ
ン
タ
ー
（
内

線
２
８
０
）

「
十
日
町
市
男
女
共
同
参
画
基
本

計
画
」（
計
画
期
間
‥
平
成
20
年
度

〜
）
を
策
定
す
る
た
め
、
無
作
為
抽

出
さ
れ
た
１
、
５
０
０
人
を
対
象
に

市
民
意
識
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
行
政
上
の
基
礎
資
料
と
し
て
活

用
す
る
以
外
に
は
使
用
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
総
合
政
策

課
自
治
振
興
係
（
内
線
２
３
５
）

【
市
報
お
わ
び
と
訂
正
】

３
月
25
日
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
７
ペ
ー
ジ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ

ッ
ケ
ー
で
、「
五
十
川
奨
さ
ん
」
と

記
載
す
べ
き
を
「
井
十
川
奨
さ
ん
」

と
記
載
し
ま
し
た
。
ま
た
19
ペ
ー
ジ

情
報
館
の
火
〜
土
曜
日
の
開
館
時
間

は
午
前
９
時
〜
で
は
な
く
、
正
し
く

は
午
前
９
時
30
分
〜
の
誤
り
で
し
た
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●地域福祉基金へ＝川泉のお客様一同（2,063円）

●情報館へ＝中川さやか（城之古２）小川悦子（袋町中）市川昭

三（松代）南雲文一（発電所通り東）久保田正男（新水）俵山ト

モ子（中村）ホープ歯科クリニック（寿町2）松永靖夫（燕市）

●博物館へ＝関口玲子（昭和町１）岩田勉（下川原町）村山則子

（四日町３）上村辰栄（上野）上村政基（上野）上村謙吉（上野）

上村英雄（上野）富井相四郎（上野）富井茂男（上野）

寄付ありがとう寄付ありがとう 十
日
町
テ
ニ
ス
協
会

レ
デ
ィ
ー
ス
部
員
募
集

農
業
用
水
の
渇
水
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
！

４
月
の
口
座
振
替
日

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
意

識
調
査
を
実
施
し
ま
す

千
年
の
湯
休
館
日
の
お
知
ら
せ

小
原
流
い
け
ば
な
〜
花
の
輪
・

人
の
輪
・
み
ん
な
の
花
展
〜

春
・
は
な
一
番

3月25日届出分まで（敬称略）

▼
３
月
25
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
。

テ
レ
ビ
に
映
る
被
災
地
の
様
子
が
、
２
年
半

前
の
中
越
大
震
災
の
記
憶
を
呼
び
起
こ
し
ま

し
た
。
今
も
続
く
余
震
の
中
、
被
災
者
の
不

安
な
気
持
ち
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
か
り
ま

す
。
派
遣
依
頼
を
受
け
、
当
市
か
ら
も
職
員

が
建
物
被
害
判
定
調
査
支
援
の
た
め
石
川
県

へ
出
向
い
て
い
ま
す
。
今
即
戦
力
と
し
て
役

に
立
て
る
の
も
、
あ
の
と
き
の
経
験
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
１
日
も
早
い
再
建
を
祈
ら
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

▼
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
広
報
担

当
と
し
て
合
併
を
は
さ
み
３
年
半
が
過
ぎ
ま

し
た
。
長
く
な
る
と
気
持
ち
も
仕
事
も
マ
ン

ネ
リ
化
し
て
し
ま
い
が
ち
。
が
、
４
月
２
日

か
ら
私
の
席
の
隣
に
座
る
広
報
担
当
の
新
採

用
職
員
（
女
性
で
す
！
）
か
ら
、
若
さ
と
パ
ワ

ー
で
刺
激
を
も
ら
い
、

気
持
ち
を
リ
セ
ッ
ト
し

て
頑
張
ろ
う
！
と
誓
う

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

▼
今
回
の
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
で
、
集

落
や
地
域
で
の
助
け
合
い
の
活
動
が
多
く
報

道
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
の
進
ん
だ
地
域

で
一
人
暮
ら
し
老
人
の
居
宅
マ
ッ
プ
や
安
否

確
認
ル
ー
ト
の
申
し
合
わ
せ
な
ど
集
落
機
能

を
生
か
し
た
助
け
合
い
が
、
災
害
発
生
直
後

の
対
応
と
し
て
大
き
な
力
を
発
揮
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
今
号
で
紹
介
し
た
集
落
安
心
づ

く
り
事
業
は
、
そ
の
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

の
一
端
を
担
い
ま
す
。

▼
卒
業
式
、
入
学
式
と
続
き
、
校
歌
を
歌
う

こ
と
の
多
い
こ
の
季
節
で
す
。
学
校
の
統
廃

合
に
よ
り
、
子
の
通
う
学
校
の
歌
を
歌
え
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
も
残
念
な
が
ら
現

在
の
中
学
校
の
校
歌
を
歌
え
ま
せ
ん
。
子
ど

も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
大
き
な
声
を
張
り
上

げ
て
歌
え
る
大
切
な

こ
の
と
き
。
次
回
ま

で
に
は
何
と
か
こ
な

し
た
い
で
す
。

（鈴）

①市内在住の60歳以上の個人　300円（100円）

②市内在住の60歳以上で

15人以上の団体　200円（80円）

③①、②以外の人　400円

●問合せ　福祉課高齢福祉係　（内線144）

市では、中越大震災に対しての県からの義援金を積み

立てて、「十日町市中越大震災復興教育文化基金」を設

置し、19年度に高等学校や大学などに入学した学生の

いる世帯に、修学援助金を支給します。

◆対象世帯：

震災の住宅被害が半壊以上で、19年４月に該当する

学校に新たに入学した学生のいる世帯

※17年度に調査した世帯には市から連絡します

◆対象学生・援助金額：

①高等学校、高等専門学校または修業年限が２年以上の

専修学校（高等課程）に入学した生徒…１人５万円

②大学、短期大学または修業年限が２年以上の専修学校

（専門課程）に入学した学生…１人15万円

◆提出書類：修学援助金交付申請書、学生証の写し

◆提出期限：19年５月31日e

◆申込み・問合せ：学校教育課学事係（1757-3336）

野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

19
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査

一般・高校生 中学生 小学生 幼　児

市民プール
300円

（200円）
200円

（100円）
200円

（100円）
100円
（50円）

松代プール
300円

（200円）
200円

（100円）
200円

（100円）
100円
（無料）

室野プール
300円

（200円）
200円

（100円）
200円

（100円）
100円
（無料）

蒲生プール
300円

（200円）
200円

（100円）
200円

（100円）
100円
（無料）

松之山プール
300円
（50円）

200円
（30円）

200円
（30円）

100円
（30円）

●問合せ　総合体育館（1752-4377）

①当間多目的グラウンド使用料

午前５時～午後６時

１面１時間　8,000円（4,000円）

②市民プール使用料

●問合せ 市民生活課市民係（内線153）

年金の現況届けなどで住民票コード

を知りたい人は、住民票コードが記載

された住民票を請求してください。そ

の場合は、本人確認のための書類が必

要になりますので、自動車運転免許証、

健康保険証、年金証書などを持参して

ください。

市役所の窓口（市民係・年金係・国

保係）の午後７時までの受付時間の延

長は、４月13日fまでです。４月16日

bからは午後５時30分までの通常時間

に戻りますのでご注意ください。

市役所の窓口時間の
お知らせ

住民票コードを
知りたい人は

ごみ焼却場や最終処分場の維持管理経費の負担増

のため料金の改定を行います。

①自己搬入の燃やすごみ・埋立てごみ

50kgまで　350円（60kgまで300円）

10kg増すごとに70円ずつ加算（50円ずつ加算）

②小動物の死体　１個につき300円（200円）

●問合せ　環境衛生課　（1752-3924）

『能登半島地震』
災害救援募金の受付

市では、市関係の温泉施設やＪＡ十日町グループの協

力を得て、『能登半島地震』の救援募金を行っています。

地震で被害を受けられた人たちを支援するためご協力く

ださい。

◆募金箱設置場所

○市の施設：本庁舎、分庁舎、各支所、

中央公民館、地区公民館

○市関係温泉施設：明石の湯、千年の湯、松葉荘、ミオ

ンなかさと、ゆくら妻有、芝峠温泉雲海

鷹の湯（松之山湯本）

○ＪＡ十日町グループ：本店、各支店

ラポート十日町、ぴっとランド本社

◆募集期間：～19年４月30日bまで

中越大震災発生時は、全国各地から温かい支援をいた

だきました。そのお返しの意味も含めて、私たちができ

る支援をしましょう。

◆問合せ：防災安全課1757-3197

福 祉 課　1757-9169

（優）
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海の世界は、とても広くていろいろな魚がいてすごいなと思いました。ぼくも、魚たちといっしょに泳いでみたくて絵に描きました。

福崎隼人さん（２年） 生活科の勉強で
さつまいもを育

てまし

た。いっしょう
けんめいお世話

をしたの

で大きなさつま
いもが育ちまし

た。うれ

しかったのでその
ことを版画にしま

した。

j 有希さん（３年
）

ぼくは、日本の城と外国の城を合体
させた、夢の城を描きました。すべり台
やウォータースライダーがあります。
ぼくも、こんな城に住んでみたいな。

福h智哉さん（５年）

私は、自分が通
っている学校の

絵を

描きました。い
ろんな建物を描

くのが

すごくむずかし
かったけど、周

りの風

景も建物もうま
く描けてよかっ

たです。

徳永沙樹さん（
６年）
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い
つ
も
ド
ッ
ヂ
ボ
ー
ル
を
し
て
い
た

の
で
、
そ
れ
で
思
い
つ
い
て
版
画
に
し

ま
し
た
。
上
の
人
の
手
が
と
っ
て
も
む

ず
か
し
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
ち
ゃ
ん

と
で
き
て
、
う
ま
く
す
れ
ま
し
た
。

霜
垣
太
一
さ
ん
（
４
年
）

音
楽
の
と
き
に
、
大
だ
い
こ
を
演

奏
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
大
き
な

手
で
た
い
こ
を
お
さ
え
た
り
、
ば
ち

を
持
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
リ
ズ
ム

に
の
っ
て
演
奏
し
て
い
ま
す
。

福
崎
正
宏
さ
ん
（
６
年
）

■人　口 62,295人（－295） 男 30,528人（－147） 女 31,767人（－148）
■世帯数 19,859世帯（－50） 3月末現在（ ）は前月からの増減

ゆ き
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はや と
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